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議会だよりみさと No.50 2

平成29年美郷町議会 平成29年美郷町議会 

第1回 第1回 第1回 
定例会報告 定例会報告 定例会報告 みんなが 笑顔の暮らしへ みんなが 笑顔の暮らしへ 笑顔の暮らしへ 

平成29年度予算 
一般会計 

64億6,800万円 

29
年
度
予
算
を
決
め
る
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
３
日
か
ら
16
日
ま
で
の
14
日
間
開
催
し
、
議
案
は
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

７
つ
の
特
別
会
計
予
算
と
条
例
案
９
件
、
一
般
事
件
案
６
件
を
慎
重
審
議
し
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
11
名
が
登
壇
し
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

将
来
を
担
う
学
生
へ
奨
学
基
金

を
新
設

3,000
万円

９
件
の
条
例
の
制
定
が
提
案
さ

れ
、
全
案
と
も
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
若
者
・
子
育
て
応
援
基
金
条
例

美
郷
町
の
将
来
を
担
う
若
者
・
子

育
て
世
代
を
支
援
す
る
事
業
の
経
費

に
充
て
る
た
め
、
基
金
を
設
置
す
る

も
の
。

■
ふ
る
さ
と
定
住
奨
学
金
基
金
条
例

本
町
出
身
の
優
秀
な
学
生
に
対
す

る
高
等
学
校
、
大
学
及
び
大
学
院
等

の
学
校
修
学
に
係
る
経
済
的
支
援
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
定
住
促
進
を
図

り
、
美
郷
町
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
も
の
。

６
件
の
事
件
案
が
提
案
さ
れ
、
全

案
と
も
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が
平
成
29

年
６
月
30
日
で
満
了
の
た
め
、
議
会

の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

増
田
秀
章
氏
（
吾
郷
）
信
任

任
期
　
４
年

西
原
真
公
氏
（
粕
渕
）
信
任

任
期
　
４
年

■
辺
地
に
係
る
総
合
計
画
の
策
定

酒
谷
辺
地
及
び
湯
谷
辺
地
に
係
わ

る
公
共
施
設
を
総
合
的
に
整
備
す
る

た
め
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る
も

の
。

条 

例 

案 

一 

般 

事 

件 

案 

歳入 
64億6,800万円 

町税 4億2,803万円 

使用料・手数料 7,624万円 1.2%
分担金・負担金 3,780万円 0.6%

住民税 
固定資産税 

繰入金 2億7,640万円 

諸収入 
1億2,452万円 
1.9%

貯金をくずして 
支払に充てるお金 

その他 
2,899万円 
0.4%

地方交付税 
33億3,000万円 

国の補助金など 

町債 
8億8,170万円 

借入金 

国庫支出金 
7億5,670万円 

県支出金 3億7,378万円 

地方譲与税 
6,450万円 1.0%

その他 8,930万円 1.4%
県からの 
補助金など 

国の 
補助金など 

財源 

51.4%

13.6%

11.7%

5.8% 6.6%
4.3%

依存財源 18%

自主財源15%
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平成29年美郷町議会 

第1回 第1回 
定例会報告 定例会報告 みんながみんなが 笑顔の暮らしへ みんながみんなが 笑顔の暮らしへ みんなが

平成29年度予算 
一般会計 

64億6,800万円 

平成29年度予算 
一般会計 

64億6,800万円 

一
般
会
計
の
主
な
事
業
と
し
て
、

総
務
関
係
で
は
▽「
大
和
荘
」
の
建

て
替
え
建
設
事
業
（
基
本
詳
細
設
計

な
ど
）
４
１
０
０
万
円

▽
給
付
型

の
奨
学
金
基
金
繰
出
事
業
３
千
万
円

を
計
上
。

産
業
建
設
関
係
で
は

▽
枦
谷
、

村
之
郷
１
へ
の
農
業
用
リ
ー
ス
ハ
ウ

ス
（
計
24
棟
）
の
整
備
な
ど
農
山
村

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
事
業
２
億
８

８
４
万
円

▽
農
業
支
援
組
織
（
サ

ポ
ー
ト
経
営
体
等
）
設
立
８
８
０
０

万
円
▽
シ
ャ
ク
ヤ
ク
栽
培
等
で
新
た

な
産
地
を
目
指
す
薬
草
薬
樹
の
郷
づ

く
り
に
７
０
５
万
円

▽
道
路
改

良
・
維
持
事
業
と
し
て
、
町
道
14
路

線
外
４
億
７
０
０
３
万
円
な
ど
。

教
育
民
生
関
係
で
は

▽
小
学
３

年
生
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
備
を
盛
り

込
ん
だ
小
中
学
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推

進
事
業
費
１
０
３
０
万
円
な
ど
を
計

上
。

予 

算 

案 

返還を要しない給付型の奨学金

町道14路線の道路改良
が計画されましたＩＣＴ支援員も配置されます

会 計 名 金 額

一 般 会 計 64億6,800万円

住宅新築資金
等貸付事業 155万円

簡易水道事業

下水道事業

3億 695万円

2億6,119万円

君谷診療所 528万円

国民健康保険 8億1,927万円

国民健康保険
診療所 7,883万円

後期高齢者医
療 1億9,317万円

合 計 81億3,427万円

■平成29年度 会計別当初予算

特

別

会

計

歳出 
64億6,800万円 

委託料や 
消耗費など 

使いみち 

人件費 
7億2,148万円 

公債費 
11億6,455万円 

扶助費 
5億5,450万円 

普通建設事業費 11億8,604万円 災害復旧事業費 4,150万円 0.6%

補助費等 
8億2,714万円 

物件費 
11億6,745万円 

繰出金 
6億6,154万円 

その他 1億4,376万円 2.2%

借金返済金 

福祉手当 
児童手当など 

道路整備など 

各種団体への 
補助金など 

特別会計へ 

11.2%

18.0%

8.6%

18.3%

12.8%

18.0%

10.2%

そ
の
他
42
.3
%

投資的経費 18
.9%

義務

的
経
費
37.8%

前年度より地方
交付税を1億円減額と見

込み、財政調整基金1億5500
万円、減債基金3200万円を取
り崩しての厳しい予算編成
だなあ… 

イメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージイメージ

※端数切捨のため表示に誤差があります。



注注目事業 注目事業 

目的経費から 
事業を選んでみました 

農林水産事業費 

リースハウス建設 

2億884万円 
リースハウスを整備し、農業生産拡大と担い
手育成・確保を図るため、枦谷地域へ16棟、村
之郷1へ8棟の建設。 

土木費 

「リースハウス団地の完成が楽しみ」 

近辺には、大規模な農
畜産団地や林業事業所も
あり、地域の農林業生産
額が増えることが期待さ
れ、完成が楽しみです。 

枦谷地域 
梅田信雄さん 
 

農業支援組織 

8,800万円 
担い手がいない地域の営農
を広域的に支援していく農業
支援組織（サポート経営体）
の設立等。 

道路整備関連 

4億7,003万円 
町内14路線の道路改良整備。 

若定住宅建設 

7,210万円 
都賀本郷3区画、九日市5区画の建設用地造成。 

 29年度一般会計予算 目的別経費表示 

歳出 
64億6,800万円 

予備費 
727万円 
0.1％ 

議会費 
6,969万円 
1.1％ 

総務費 
11億503万1千円 

17.1％ 

民生費 
13億9,249万1千円 

21.6％ 

衛生費 
4億1,253万円 
6.4％ 

労働費 
270万円 
0.0％ 

農林水産業費 
7億1,722万8千円 

11.1％ 

商工費 
4,216万円 
0.7％ 

土木費 
8億756万9千円 
12.5％ 

消防費 
2億4,069万円 
3.7％ 

教育費 
4億6,457万円 
7.2％ 

災害復旧費 
4,150万円 
0.6％ 公債費 

11億6,455万4千円 
18.0％ 
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注目事業 

総務費 

大和荘建設 

4,100万円 
老朽化した大和荘建設に係る設計等の委託費。 

定住奨学金 

3,000万円 
修学（高校以上）に係る給付型奨学金制度。 

給付額（月額） 区　分 

30,000円 高校又は同程度の学校奨学生 

40,000円 短大・専門学校等 

50,000円 大学 

50,000円 大学院 

教育費 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育 1,030万円 

小学３年生を対象としたタブレット端
末の新規整備。 

商工費 

プレミアム商品券 

1,300万円 
町内消費喚起のため20％のプレミアム補助。 

民生費 

子ども医療費 

1,263万円 
誕生から中学卒業までにかかる医療費
を全額助成することにより、保護者の経
済的軽減を図り、健全な育成及び子ども
を生み育てる環境作りを推進。 

子育て支援 

1,327万円 
町長報酬削減分の財源等を活用
し、子育て支援センターの業務運
営委託・在宅育児手当の支給、遊
び憩いの場の運営等を行う。 

「子育て環境が定住の決め手でした」 

吾郷地区 
パノヴァ由起子さん 
 

子育て専念中は収入が限られているので、
支出の心配なく健康　学びの環境を過ごせる
のは本当に助かります。 
地域の方々に暖かく見守られ、お陰様で

元気いっぱい育ってます。 

議会だよりみさと No.505
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防
災
士
予
算
は
３

人
分
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
何
人
受
講
し
活

動
し
て
い
る
の
か
。 

現
在
、
粕
渕
、
吾
郷
、

沢
谷
、
潮
地
域
で
４

名
の
方
が
活
躍
し
て
い
る
。 

防
災
士
の
い
な
い

連
合
自
治
会
へ
派
遣

は
出
来
な
い
の
か
。 

ま
た
、
郵
政
職
員
で
資
格

を
持
っ
て
い
る
方
の
活
用
は

出
来
な
い
か
。 

防
災
士
の
派
遣
は

出
来
な
い
。
郵
政
職

員
の
方
は
お
ら
れ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
る
が
人
数
ま
で
は

確
認
し
て
い
な
い
。 

消
防
職
員
で
退
職

時
に
司
令
補
以
上
な

ら
ば
、
申
請
す
れ
ば
資
格
が

取
れ
る
が
、
経
費
が
掛
か
る

の
で
補
助
で
き
な
い
か
。 

消
防
職
員
の
方
に

つ
い
て
は
申
請
に
必

要
な
経
費
は
補
助
出
来
る
の

で
、紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

QQQ AAA

み
さ
と
市
管
理
運

営
委
託
料
が
減
額
に

な
っ
た
理
由
は
。 

経
営
計
画
に
基
づ

き
決
定
、損
益
額
が
約

４
５
０
万
程
度
と
み
て
い
る
。 

み
さ
と
市
の
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
イ
（
生
産

履
歴
）
の
取
り
組
み
は
。 

農
産
物
販
売
者
の

最
低
限
の
義
務
だ
と

思
っ
て
い
る
。
時
代
は
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
切
り
替
え
が

必
要
。 

売
れ
て
い
る
情
報

が
そ
の
生
産
者
に
わ

か
る
シ
ス
テ
ム
開
発
が
必
要

で
は
。 

そ
う
い
う
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
。
産
直
市

は
町
の
看
板
と
し
て
支
援
し

て
い
き
た
い
。 

QQQ AAA

町
長
報
酬
削
減
分

の
財
源
等
を
活
用
し

た
、「
み
さ
と
子
育
て
応
援
」

事
業
と
は
。 

①
　
在
宅
児
の
家
庭
を

対
象
に
12
回
の
カ
フ
ェ

セ
ッ
ト
（
１
０
０
０
円
程
度
）

券
及
び
、
温
泉
利
用
券
を
配

布
す
る
計
画
。 

カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
券
は
ゴ
ー

デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
及
び
大
和

荘
・
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
大
和

で
使
用
可
能
。
温
泉
利
用
券

は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア

及
び
大
和
荘
で
使
用
可
能
。

ベ
ビ
ー
チ
エ
ア
、
お
ふ
ろ
チ

エ
ア
な
ど
の
備
品
を
用
意
す

る
。 

②

「
美
郷
町
の
子
ど
も
た

ち
や
住
民
を
元
気
に
笑
顔
に

す
る
活
動
」
の
公
募
を
行
い

助
成
す
る
。 

１
件
（
１
団
体
）
あ
た
り

の
上
限
額
50
万
円
、
総
額
１

５
０
万
円
を
想
定
し
、
６
月

頃
か
ら
実
施
の
予
定
。 

QA

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ガ
ス
発
電
の
設
置
場

所
と
住
民
周
知
は
。 

現
在
の
候
補
地
は

粕
渕
・
内
田
・
惣
森

の
３
地
域
。
熱
利
用
調
査
等

に
よ
る
、
業
者
の
場
所
判
断

と
、
林
業
振
興
を
含
め
、
住

民
周
知
は
、
４
月
以
降
に
自

治
会
長
会
議
や
広
報
に
よ
り

行
う
。 

今
後
、
職
員
の
ド

イ
ツ
研
修
を
生
か
す

に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
知
識
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
。 

事
業
の
推
進
に
は

あ
る
程
度
の
期
間
、

同
一
な
人
材
で
の
連
携
が
必

要
と
考
え
貴
重
な
意
見
と
し

て
賜
る
。 

QQ AA

チエック 
29予算 予算の ココを聞く？ ココを聞く？ ココを聞く？ 

可決すべきものと全会一致で決定 

予算決算特別委員会 
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三
江
線
が
来
年
３

月
に
廃
止
に
な
る
が
、

最
後
の
サ
ヨ
ナ
ラ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
経
費
は
計
上
し
て
い

な
い
が
、
計
画
は
考
え
な
い

の
か
。 

さ
よ
な
ら
イ
ベ
ン

ト
的
な
経
費
は
計
上

し
て
い
な
い
。
中
身
を
含
め

て
単
独
で
や
る
の
か
共
同
で

や
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
検
討

し
て
計
上
し
た
い
。 

QA

美
郷
町
出
身
者
が

主
演
す
る
新
制
作
座

の
「
泥
か
ぶ
ら
」
の
講
演
が

決
定
し
て
い
る
が
、
い
つ
ご

ろ
に
何
回
公
演
を
予
定
し
て

い
る
の
か
。 文

部
科
学
省
推
奨

の
大
変
よ
い
作
品
で

あ
り
、
主
演
の
女
優
は
吾
郷

の
出
身
の
方
な
の
で
、
子
ど

も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
教
育
、

人
材
育
成
と
い
う
面
か
ら
も

効
果
は
あ
る
と
考
え
る
。
11

月
ご
ろ
に
２
回
の
講
演
を
予

定
し
て
い
る
。 

QA

中
学
校
関
連
の
補

助
金
で
部
活
動
の
助

成
と
あ
る
が
、
部
活
動
の
遠

征
費
等
は
自
治
会
が
協
力
し

て
い
る
。
こ
れ
を
補
う
も
の

か
。 

部
活
後
援
会
は
地

域
の
方
々
に
寄
附
を

い
た
だ
き
、
練
習
試
合
等
に

係
る
経
費
を
支
弁
し
て
い
る

が
、
地
域
か
ら
の
寄
付
は
取

り
や
め
る
こ
と
に
し
た
。
町

の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
中

学
校
に
一
人
当
た
り
５
０
０

０
円
の
補
助
金
と
保
護
者
の

会
費
に
よ
り
支
援
す
る
方
向

に
し
た
。 

QA

個
人
で
浄
化
槽
を

設
置
し
て
い
る
が
、

こ
れ
を
町
施
設
に
移
行
で
き

る
の
か
。 

個
人
設
置
で
も
経

年
劣
化
で
壊
れ
た
場

合
、
申
請
に
よ
り
町
村
設
置

型
へ
の
移
行
は
加
入
金
25
万

円
の
負
担
で
可
能
で
あ
る
。 

QA

予算の  ココを聞く？ 予算の 予算の 
委員会は原案どおり 

予算決算特別委員会 予算決算特別委員会 

議会だよりみさと No.507



議会だよりみさと No.50 8

11人登壇
一般質問
質問の内容 

記事の内容 
質問した議員が要約・整理したも
のを掲載しています。 

①高齢者への交通支援について 
②空き家を賃貸住宅に 

 1 　根 正一 議員 9P

①美郷町の学校教育について 
 2 山本 貢 議員 10P

①「みさとアプリ」の活用について 
②「みさと子育て支援事業」の取り組
みについて 
③上下水道の今後の経営見通しは 

 3 山本 幹雄 議員 11P

①農地を維持管理する「農業サポート
経営体」の運営方針は 

②林業再生に向けて「木質バイオマ
ス発電企業」誘致の現状は 

 4 藤原 修治 議員 12P

一般質問が2日間の開催！… 
 活発でいいね！ 

①三江線沿線市町神楽大会の開催を 
②三江線廃止後、跡地の利用は 

 5 栗原 進 議員 13P

①空き家対策について 
②浜原大橋から下流亀村までの道路
改良について 

 6 波多野 康博 議員 14P

①農業改革の方向性は 
 7 福島 教次郎 議員 15P

①町民の老後対策は 
 8 岩根 和博 議員 16P

①新年度予算編成について 
 9 黒川 民次郎 議員 17P

①子育て支援について 
②公共交通網の充実について 

 10 安田 勝司 議員 18P

①防災士の服装について 
②若者定住住宅を含む住宅政策 
③子供たちが考えた美郷町の未来は 

 11 佐竹 一夫 議員 19P

■
Ｊ
Ｒ
三
江
線
に
つ
い
て

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
神
戸
川
分
水
の
水
利
権
の
更
新

３
月
10
日
に
島
根
県
、
出
雲
市
、

飯
南
町
と
美
郷
町
、
中
国
電
力
は
、

中
国
電
力
の
水
利
権
の
期
間
を
、
平

成
39
年
３
月
と
す
る
新
た
な
確
認
書

を
締
結
し
た
。

■
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

外
７
件
の
特
別
会
計
補
正

決
算
見
込
み
に
よ
る
補
正
が
主
な

も
の
。

行 
政 

報 

告 
４月 

９月 

８月 

７月 

６月 

５月 

三江線沿線地域公共交通活性化 
協議会（法定協議会） 

○第４回協議会 
　・網形成計画の骨子（案） 

○第５回協議会 
　・網形成計画の骨子（案） 
　・パブリックコメント 

○第６回協議会 
　・網形成計画の承認 
　・再編実施計画の概要 

三江線代替交通確保調整協議会 
（地元協議会） 

４月～６月 
　・代替交通に係る運行主体の 
　　調整 
　・代替交通に係る運行計画案 
　　の調整 

７月～９月 
○協議会 
　・代替交通に係る運行主体の 
　　選定 
　・代替交通に係る運行計画案 
　　の最終決定 

随
時
作
業
部
会
を
開
催 

随
時
幹
事
会
を
開
催 

補 

正 

予 

算 

案 

追
加
議
案

補正予算の状況　　　　 （単位：千円）

会 計 名 補正額

一 般 会 計 －174,415

住宅新築資金等貸付 0 2,359

6,404,453

補正後の額

311,602

262,141

4,870

800,295

85,592

186,692

8,057,968

簡易水道事業 －80,278

下水道事業 －3,229

君谷診療所 －392

国民健康保険 502

国民健康保険診療所 －4,593

後期高齢者医療 －1,538

合　計 －263,943

特
別
会
計

※議案の賛否　提出された全議案は全員賛成につき、議員別の
賛否表は掲載しません。

区分 請願・陳情の内容 提 出 者
審査した
経過と結果

陳情

陳情

長藤原地区の急傾斜
地崩壊防止対策事業
の陳情

長藤原地区の土石流
発生危険個所対策事
業実施の陳情

原自治会長　中原康隆
長藤連合自治会　難波豊典

原自治会長　中原康隆
長藤連合自治会　難波豊典

採択

採択

請 

願 

陳 

情 

神戸川の来島ダムの水を分水し、発電する
潮発電所



全
国
で
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。

70
歳
以
上
の
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

が
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

場
合
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券

な
ど
を
無
料
で
交
付
す
る
支
援
事
業

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
れ
は
公
共
交
通
の
利
用
促
進
と

交
通
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

高
齢
者
の
免
許
自
主
返
納

へ
の
特
典
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
の

は
、
県
内
で
６
市
１
町
で
あ
る
。

実
施
す
る
市
が
多
く
町
が
少
な
い

理
由
は
、
市
は
公
共
交
通
が
充
実
し

て
お
り
、
ま
た
、
歩
く
範
囲
で
生
活

品
の
購
入
が
し
や
す
い
が
、
町
村
で

は
、
生
活
に
お
け
る
車
の
重
要
度
が

高
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

美
郷
町
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
支

援
策
と
し
て
、
運
賃
無
料
の
ら
く
ら

プレミアム乗車券で
高齢者の免許証返納に支援を

480人が75歳以上、検討したい

一 般 質 問11人登壇

議会だよりみさと No.509

ここが聞きたい

根 正一 議員

く
バ
ス
の
運
行
と
、
バ
ス
運
賃
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

新
た
に
事
業
と
し
て
29
年
度
か

ら
、
高
齢
者
の
免
許
の
自
主
返
納
に

対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

詳
細
は
他
事
例
を
比
較
検
討
し
、

公
共
交
通
の
利
用
を
支
援
、
促
進
す

る
も
の
と
し
た
い
。

高
齢
者
の
交
通
支
援
と
し

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
敬
老
乗
車

券
と
い
う
よ
う
な
、
特
典
付
き
の
乗

車
券
を
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

美
郷
町
で
、
運
転
免

許
証
を
保
有
者
数
は
約
３
１
０
０
人

で
、
75
歳
以
上
が
４
８
０
人
で
あ

る
。
今
年
度
、
自
主
返
納
者
数
を
10

名
程
度
を
予
定
し
て
、
１
人
当
た
り

２
万
円
の
予
算
額
を
計
上
し
て
い

る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
乗
車
券
は
検
討
し

た
い
。

全
国
で
空
き
家
が
増
え
続

け
て
い
る
。

お
年
寄
り
や
子
育
て
世
帯
向
け
に
、

賃
貸
住
宅
と
し
て
空
き
家
を
登
録
す

る
制
度
の
創
設
を
盛
り
込
ん
だ
「
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
」
の
改
正

案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

国
は
早
期
に
取
り
組
み
た
い
と
し

て
い
る
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

国
土
交
通
省
の
「
住
宅
確

保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の

供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
。

大
都
市
に
お
け
る
単
身
高
齢
者
世

帯
の
増
加
や
若
者
・
子
育
て
世
代
へ

の
対
応
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対

す
る
大
家
の
入
居
拒
否
権
と
、
公
営

住
宅
の
不
足
、
民
間
賃
貸
・
戸
建
て

等
の
空
き
家
の
増
大
が
あ
り
、
面
積

や
耐
震
性
を
満
た
す
民
間
の
既
存
の

住
宅
や
空
き
家
を
活
用
し
て
、
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
強
化
す

る
た
め
に
新
た
に
設
け
ら
れ
る
制
度

で
あ
る
。

※
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
入
居
を
拒

ま
な
い
賃
貸
住
宅
の
都
道
府
県
へ
の

登
録
、
改
修
費
用
や
家
賃
へ
の
助

成
、
指
定
さ
れ
た
居
住
支
援
法
人
な

ど
に
よ
る
入
居
支
援
な
ど
が
事
業
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
。

低
所
得
者
向
け
に
、
収
入
に
応
じ

た
家
賃
設
定
を
行
い
提
供
し
て
い

る
。現

在
、
２
７
１
戸
の
公
営
住
宅
の

内
、
21
戸
が
空
き
室
の
た
め
、
必
要

な
戸
数
を
検
討
す
る
べ
き
時
だ
と
感

じ
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
都
市
部
で
の
効
果

は
期
待
さ
れ
る
が
、
町
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
空
き
家
の
改
修
等
を
す
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
具
体
的
な
検

討
は
す
す
め
て
い
な
い
。

住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
は
、
現
状

の
公
営
住
宅
に
よ
り
対
応
で
き
る
と

考
え
る
。

空
き
家
調
査
を
実
施

し
た
が
空
き
家
は
約
６
０
０
戸
あ

り
、
住
宅
の
全
体
の
戸
数
約
２
５
０

０
戸
の
２
割
程
度
が
空
き
家
の
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

70
歳
が
だ
ん
だ
ん
近
づ
い

て
く
る 

安
全
運
転
に
心
が
け 

元
気
な
年
寄
り
に
な
ろ
う 

まだまだお世話になります

※
住
宅
確
保
要
配
慮
者
と
は
、
高
齢

者
、
子
育
て
世
帯
、
低
額
所
得

者
、
障
が
い
者
、
被
災
者
な
ど
住

宅
の
確
保
に
、
特
に
配
慮
を
要
す

る
者
と
さ
れ
て
い
る
。

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
空
き
家
対
策
を

現
在
２
７
１
戸
の
公
営
住
宅
、対
応
で
き
る



昔
は
、
受
験
と
い
う
勉
強

を
す
る
動
機
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
子
供
た
ち
か
ら
「
な
ぜ
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
問

わ
れ
た
時
、
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
か
。

幸
せ
に
生
き
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
を
自
ら
考
え
、
自
ら
行

動
す
る
力
を
「
生
き
る
力
」
と
い

う
。
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
生
き
る
た
め
、
確
か
な
学
力
、

豊
か
な
人
間
性
、
健
康
体
力
の
知
・

徳
・
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
て
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
学
校
で
は
、

生
き
る
力
を
育
て
る
た
め
、
夢
や
希

望
に
向
か
っ
て
主
体
的
に
学
ぼ
う
と

す
る
人
を
育
て
る
た
め
と
内
容
を
学

年
に
応
じ
て
答
え
て
い
る
。

強
い
精
神
力
（
忍
耐
力
・

競
争
力
等
）
を
つ
け
さ
せ
る

た
め
に
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
指
導

を
し
て
い
る
の
か
。

全
教
育
活
動
を
通
じ

て
、
指
導
し
て
い
く
内
容
に
な
る
。

体
育
の
授
業
、
各
種
検
定
試
験
、

地
域
で
の
体
験
活
動
や
職
場
体
験
学

習
等
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
。
校
外
宿
泊

体
験
学
習
や
三
瓶
宿
泊
研
修
な
ど
困

難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
力
を
育

て
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
生
活
で
は
、
日
々
の

清
掃
活
動
、
当
番
活
動
等
、
勤
労

奉
仕
に
関
す
る
活
動
、
さ
ら
に
課
外

の
活
動
の
中
学
校
の
部
活
動
、
小
学

校
の
放
課
後
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
へ
の
地
域
支
援

の
こ
れ
か
ら
の
期
待
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

現
在
の
地
域
の
支
援

は
、
地
域
の
ひ
と
、
も
の
、
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情

を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、
地
域
課
題

を
考
え
、
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
す

る
意
欲
を
喚
起
す
る
機
会
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
学
校
支
援
コ
ー
デ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
ふ
る
さ
と
教

育
の
見
直
し
と
合
せ
て
地
域
の
支
援

を
、
組
織
的
、
継
続
的
な
も
の
に
す

る
。
さ
ら
に
学
校
へ
の
支
援
を
通
じ

て
、
地
域
が
よ
り
元
気
に
な
る
よ
う

な
好
循
環
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
た

い
。

美
郷
町
で
は
、
ス
マ
ホ
・

ケ
イ
タ
イ
・
ゲ
ー
ム
三
つ
の

約
束
が
Ｉ
Ｐ
放
送
で
流
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
学
校
よ
り
家
庭
で
の
指
導
が

重
要
で
は
な
い
か
。

三
つ
の
約
束
は
教
育
委

員
会
で
作
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
校
長
先
生

に
依
頼
し
て
周
知
し
て
い
る
。

さ
ら
に
進
め
て
「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア

デ
ー
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
日
は

ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
、
テ
レ
ビ
も
控
え

よ
う
と
い
う
こ
と
を
し
て
、
子
供
た

ち
を
健
全
な
方
向
に
持
っ
て
い
き
た

い
。

美
郷
町
の
子
供
た
ち
の
学

力
は
ど
ん
な
状
態
か
。
弱
点

強
化
の
た
め
に
取
ら
れ
て
い
る
対
策

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

全
国
と
県
の
学
力
調

査
の
結
果
を
見
る
と
、
学
年
に
よ
っ

て
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
平
均
正
答

率
は
、
全
国
・
県
と
比
べ
少
し
低
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
全
般
的
に
言

え
る
こ
と
は
、
文
章
を
読
み
取
っ
た

り
、
基
本
的
な
計
算
を
し
た
り
す
る

基
礎
基
本
の
部
分
は
力
が
つ
い
て
き

て
い
る
が
、
複
数
の
資
料
を
読
み

取
っ
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
表

現
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
他
の
人

に
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
た
り
す
る

思
考
力
、
表
現
力
の
部
分
に
課
題
が

あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

本
町
で
は
、
２
年
前
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入

し
、
普
段
の
授
業
の
中
で
積
極
的
に

話
し
合
い
活
動
を
行
う
な
ど
の
言
語

活
動
の
充
実
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
も
本
町
の
児
童
生
徒
の
実

態
に
沿
っ
た
学
力
向
上
の
取
り
組
み

だ
。

意
見
最
期
に
、
美
郷
町
で
育
っ
た

子
供
た
ち
が
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
頑

張
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が

ら
、
一
方
で
は
世
界
を
ま
た
に
か
け

広
く
日
本
の
た
め
に
活
躍
し
て
く
れ

る
の
も
い
い
な
と
思
う
。

受験戦争を知らない子供たちへの
勉強のススメは

生きる力を育てること
山本 貢 議員
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ここが聞きたい 11人登壇

子
ど
も
達
の
学
力
は

基
礎
基
本
は
Ｏ
Ｋ

応
用
に
課
題

少
し
で
も
学
校
へ
の
関
心
が

高
く
な
れ
ば
… 

ふるさと教育の１コマ



施
政
方
針
で
は
、
み
さ
と

ア
プ
リ
で
生
活
に
有
益
な
情

報
の
提
供
に
努
め
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
便
利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
が
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
は
少
な
い
。
情
報
を

ア
ッ
プ
す
る
基
準
な
ど
が
あ
る
の
か

伺
う
。

今
ま
で
以
上
に
内
外
へ
の

美
郷
町
の
施
策
や
取
り
組
み
、
地
域

の
伝
承
文
化
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
魅
力
あ
る
情
報
発
信
に
取
り
組

む
こ
と
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。

み
さ
と
ア
プ
リ

は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
運
用
開
始

し
、
ご
み
の
日
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
６
つ
の
項
目
で
発

信
し
て
い
る
。

発
信
の
基
準
は
現
在
検
討
し
て
い

る
が
、
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
の
内
容
を
イ

ベ
ン
ト
情
報
と
し
て
流
し
た
い
。

みさとアプリは便利なツール、
充実を！

魅力ある情報発信に努める
山本 幹雄 議員

一 般 質 問11人登壇

議会だよりみさと No.5011

ここが聞きたい

新
規
の
取
り
組
み
と
し
て
、

み
さ
と
子
育
て
応
援
事
業
に

よ
り
、
町
ぐ
る
み
で
子
育
て
世
代
の

応
援
、
よ
り
よ
い
子
育
て
環
境
づ
く

り
に
、
活
動
費
の
助
成
を
す
る
と
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
公

募
し
助
成
す
る
の
か
、
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

美
郷
町
の
子
供
た
ち
や
、

住
民
を
元
気
に
笑
顔
に
す
る
活
動
を

公
募
し
、
活
動
に
掛
か
る
経
費
を
助

成
す
る
。
４
種
類
の
事
業
を
想
定

し
、
対
象
は
、
町
内
に
在
住
す
る
４

名
以
上
で
活
動
す
る
団
体
で
、
助
成

金
額
は
１
団
体
あ
た
り
50
万
円
を
上

限
と
し
て
い
る
。

子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
は
、
妊
婦
さ
ん
の
交
流
・

サ
ロ
ン
と
か
地
域
の
交
流
活
動
等
が

想
定
さ
れ
る
。
出
産
育
児
等
、
親
子

の
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
は
、
体
に

優
し
い
お
や
つ
づ
く
り
な
ど
の
サ
ロ

ン
活
動
。
多
世
代
交
流
事
業
高
齢
者

等
と
の
子
育
て
支
援
事
業
は
、
伝
統

的
な
地
域
に
残
し
た
い
も
の
子
ど
も

達
に
伝
え
る
、
神
楽
と
か
伝
統
行
事

な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
昔
の
遊
び
を
体
験
す
る
事

業
を
想
定
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

が
考
案
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
、

１
月
に
邑
智
小
の
６
年
生
が
発
表
し

た
事
業
が
想
定
さ
れ
る
。
幅
広
い
事

業
に
対
し
て
、
助
成
を
し
た
い
。

急
激
な
過
疎
化
が
進
む
中

で
、
一
番
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
上
下
水
道
の
営
業
継
続
は
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。

水
道
事
業
は
施
設
の
老
朽
化
と
人

口
減
少
が
進
み
、
収
入
が
激
減
し
、

施
設
の
維
持
管
理
は
大
変
な
状
況
に

な
る
が
、
継
続
す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
か
、
そ
の
見
通

し
を
尋
ね
る
。

美
郷
町
の
人
口
は
毎
年
減

少
し
て
お
り
、
上
下
水
道
の
使
用
料

も
比
例
し
て
減
少
し
て
い
る
。

上
下
水
道
の
財
源
は
、
使
用
料
収

入
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
運

営
し
て
い
る
。
使
用
料
収
入
が
減
少

す
れ
ば
、
繰
入
金
が
増
え
、
一
般
会

計
へ
の
負
担
は
増
大
す
る
。

歳
出
の
削
減
と
、
使
用
料
の
改
定

な
ど
に
よ
り
料
金
収
入
の
拡
大
も
考

え
て
い
る
。対

策
は
水
道
料
金
の
値
上

げ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
他
に

方
法
は
な
い
の
か
。島

根
県
で
は
広
域
的

な
統
合
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー

ド
的
な
統
合
は
難
し
い
が
経
営
面
、

維
持
管
理
は
可
能
だ
。

 

1　の水が 

177円。 

これは高いの？ 

安いの？ 

将来はもっと高く

なりますよ 

過
疎
化
が
進
む
と

料
金
の
値
上
げ
し
か
な
い
の
か

水
道
事
業
の
事
務
の
広
域
的
な
統
合
を
検
討

み
さ
と
子
育
て
応
援
事
業
は

ど
ん
な
取
り
組
み

子
供
や
住
民
を
元
気
に
す
る
活
動
に
助
成
す
る

便利なツールみさとアプリ



町
の
農
地
の
維
持
管
理
は
、

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ

り
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
や
農
業
生

産
額
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

解
決
の
糸
口
と
し
て
、
町
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
「
農
業
サ
ポ
ー
ト
経
営
体
」

を
設
立
し
、
農
地
を
維
持
管
理
す
る

方
針
が
示
さ
れ
、
予
算
を
新
年
度
に

計
上
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
設
立
さ
れ
た
集
落
営
農

組
合
の
状
況
と
、
新
た
な
農
業
支
援

組
織
に
期
待
さ
れ
る
、
役
割
や
運
営

方
針
を
伺
う
。

現
在
、
17
組
織
の
集
落
営

農
組
合
が
あ
る
。
農
地
１
６
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
農
家
戸
数
は
３
２
１
戸
あ

り
、
担
い
手
が
減
少
し
、
一
部
の
農

地
維
持
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
経
営
体
に
期
待
さ
れ
る

こ
と
は
、
集
落
営
農
の
な
い
地
域
の

農
地
維
持
、
町
内
に
広
が
る
耕
作
放

棄
地
の
解
消
で
あ
り
、
中
山
間
直
接

支
払
い
制
度
の
事
務
受
託
や
申
請
事

務
支
援
、
薬
草
の
郷
の
産
地
化
に
も

協
力
し
て
い
き
た
い
。

地
域
の
営
農
の
あ
り
方
や
、
構
想

づ
く
り
に
も
サ
ポ
ー
ト
経
営
体
が
加

わ
り
、
地
域
に
則
し
た
営
農
形
態
構

築
に
貢
献
し
た
い
。

ま
た
、
経
営
健
全
化
も
求
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
閑
散
期
に
お
け
る

生
活
支
援
事
業
を
探
り
、
町
内
全
域

に
わ
た
っ
て
、
担
い
手
不
在
の
解
消

を
行
っ
て
い
く
。

設
立
の
趣
旨
か
ら
、
非
効
率
な
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
想
定

を
さ
れ
、
法
人
自
体
の
公
益
的
機
能

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
必
要
な

支
援
を
す
る
。

こ
れ
ま
で
設
立
さ
れ
た
集

落
営
農
組
織
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
指
導
を
し
て
い
く
考
え
か
。

集
落
営
農
組

織
は
法
人
化
が
望
ま
し
い
が
、
移
行

に
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

町
内
の
集
落
営
農
組
織
の
連
絡
協

議
会
を
作
り
、
情
報
を
共
有
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
29
年

度
に
は
設
立
し
た
い
。

サポート経営体に期待することは
広がる耕作放棄地の解消にある

藤原 修治 議員
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ここが聞きたい 11人登壇

※業務の委託先や建築物の設計者を選定する際に、複数の者に
企画を提案してもらい優れた提案を選定すること

林
業
活
性
化
す
る
上
で
、

可
能
性
を
秘
め
た
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
ガ
ス
発
電
企
業
誘
致
の
現

状
を
た
ず
ね
る
。

施
政
方
針
に
よ
る
と
、
実
現
可
能

な
ら
ば
積
極
的
に
支
援
し
、
持
続
可

能
な
産
業
と
し
て
取
り
組
む
と
あ
る

が
、
展
望
、
推
進
へ
の
意
気
込
み
、
ま

た
、
林
業
振
興
と
住
民
生
活
に
ど
の

よ
う
に
寄
与
す
る
か
を
伺
い
た
い
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
発

電
事
業
導
入
に
関
す
る
調
査
と
基
本

設
計
業
務
の
※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
て
、

事
業
可
能
性
の
調
査
を
行
っ
て
き

た
。事

業
化
に
は
中
国
電
力
へ
の
系
統

接
続
が
、最
も
事
業
費
を
左
右
し
、最

終
的
報
告
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

熱
利
用

は
、
公
共
施

設
や
農
業
ハ

ウ
ス
で
の
活

用
を
検
討
し

て
い
る
が
厳

し
い
と
認
識

し
て
い
る
。

発
電
の
事
業
化
が
決
定
と
な
れ

ば
、
林
業
の
振
興
と
併
せ
、
持
続
可

能
な
町
の
事
業
と
な
る
よ
う
積
極
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

計
画
し
て
い
る
発
電
事
業
は
、
町

及
び
隣
接
町
を
範
囲
と
し
た
原
料
供

給
を
加
味
し
て
の
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

発
電
規
模
の
地
域
産
業
と
し
て
期
待

を
し
て
い
る
。

３
月
末
に
、
調
査
審
議
会

が
あ
る
が
、
そ
こ
で
正
式
に

場
所
が
発
表
に
な
る
の
か
。

最
終
判
断
と
い

う
形
で
、
こ
の
日
に
決
定
を
し
、
今

後
の
方
針
を
決
め
た
い
。

町
公
共
施
設
で
の
電
力
需

要
は
、
新
電
力
が
出
来
て
契

約
す
る
と
、
ど
の
程
度
の
経
費
節
減

に
な
る
か
の
試
算
は
あ
る
の
か
。

検
証
す
べ
き
だ

が
、
ま
だ
試
算
は
し
て
い
な
い
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
発
電
は

林
業
再
生
に
追
い
風

実
効
性
の
高
い
発
電
規
模
を
期
待

 

中電への系統

接続が事業化の

ポイントだな… 

農家からの作業受託や、利用権設定に
よる農業、薬草栽培も行われる

同規模のバイオマスガス発電施設



三
江
線
は
、
来
年
３
月
を

以
て
廃
線
が
決
ま
り
、
全
線

開
通
後
、
40
年
余
り
沿
線
市
町
は
互

い
に
協
力
し
合
い
、
存
続
に
向
け
、
努

力
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

各
市
町
は
、
神
楽
の
盛
ん
な
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
交
流
を
続
け
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
神
楽
大
会

を
開
催
し
て
は
と
考
え
る
。

三
江
線
沿
線
の
６
市
町

は
、
こ
れ
ま
で
利
用
促
進
と
沿
線
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
来
た
。
こ
の

つ
な
が
り
を
今
後
も
続
け
て
い
く
こ

と
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
も
、
Ｐ
Ｒ
と
交
流
人
口
の
拡

大
、
誘
客
促
進
の
た
め
神
楽
共
演
大

会
を
、
施
策

と
し
て
掲
げ

て
い
る
。

沿
線
市
町

の
社
中
を
招

き
神
楽
大
会

が
開
催
で
き

る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
行

き
た
い
。

神
楽
大
会
は
29
年
中
の
開

催
に
な
る
の
か
伺
う
。

三
江
線
は
来
年
の
３
月
ま

で
は
存
続
す
る
の
で
、
協
議
を
し
な

が
ら
沿
線
市
町
か
ら
も
神
楽
社
中
を

招
き
、
開
催
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

新
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
る
の
で
、
29
年
度
中
に

開
催
し
た
い
。
開
催
の
方
法
は
、
こ

れ
か
ら
の
検
討
に
な
る
。

神
楽
大
会
は
、
三
江
線
が

運
行
し
て
い
る
時
間
帯
の
開

催
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
多
く
の
入

場
者
が
予
想
さ
れ
る
の
で
会
場
の
選

定
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
。

神
楽
大
会
は
午

前
中
か
ら
午
後
５
時
位
に
終
る
時
間

帯
が
い
い
の
で
は
と
思
う
。
産
業
祭

前
夜
祭
の
神
楽
は
、
み
さ
と
館
で

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ホ
ー
ル
で
は

狭
い
の
で
会
場
は
体
育
館
を
考
え
て

い
る
。

施
政
方
針
に
伝
統
文
化
の

継
承
の
た
め
、
体
験
や
学
習

等
の
取
り
組
を
行
う
と
あ
る
が
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
聞
く
。

邑
智
小
学
校
で
は
、

ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

三江線沿線６市町神楽大会の
開催を

29年度中に開催する
栗原 進 議員

一 般 質 問11人登壇

議会だよりみさと No.5013

ここが聞きたい

ウ
ン
… 

今
度
は
実
現
し
そ
う
だ 

る
。
地
域
で
も
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
た
だ
く
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
活
動
を
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
支
援
し
て
行
き
た
い
。

中
学
校
で
は
、
今
は
、

大
和
の
社
中
に
お
世
話
に
な
り
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
で
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
神
楽

は
、
将
来
、
定
住
に
結
び
つ
く
も
の

と
考
え
て
い
る
の
で
、
支
援
を
さ
ら

に
強
化
を
し
て
行
き
た
い
。

三
江
線
は
現
在
、
廃
線
後

の
バ
ス
に
よ
る
交
通
体
系
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
１
年

後
に
は
廃
線
と
な
る
こ
と
か
ら
、
跡

地
の
利
用
に
も
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
。

跡
地
の
利
用
は
、
沿
線
住

民
に
と
っ
て
関
心
が
高
く
、
重
要
な

問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
バ
ス
に
よ

る
代
替
交
通
確
保
に
向
け
て
、
早
急

な
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
跡
地

な
ど
廃
止
後
の
鉄
道
資
産
は
、
現

在
、
協
議

の
段
階
に

至
っ
て
い
な

い
。
今
後
、

議
会
や
住
民

の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検

討
を
行
っ
て

い
く
。

廃
線
後
の
跡
地

の
利
用
は
進
展
し
て
い
な
い
が
、
浜

原
駅
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
事

務
所
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
駅
舎
は

活
用
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

町
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
太
陽
光
発
電
を
推
奨

し
て
い
る
が
、
跡
地
に
太
陽
光
の
発

電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
か

伺
う
。

太
陽
光
発
電

は
、
個
人
の
住
宅
の
方
に
推
奨
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
の
跡
地
に
そ
の
よ
う
な

設
備
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
検
討
し
て

い
な
い
。

発
電
の
買
い
取
り
単
価
が
下
が
っ

て
お
り
、
今
の
時
点
で
、
そ
の
事
業

を
取
り
入
れ
る
に
は
リ
ス
ク
が
高
い

と
考
え
て
い
る
。

三
江
線
廃
止
後
の
跡
地
の
利
用
は

議
会
や
住
民
の
意
見
を
聞
き
進
め
る

産業祭前夜祭神楽大会

浜原駅 地域おこし協力隊事務所



現
在
各
連
合
自
治
会
に
お

い
て
空
き
家
調
査
が
進
め
ら

れ
い
る
が
、
適
当
な
管
理
の
な
さ
れ

て
い
な
い
状
態
の
空
き
家
も
多
数
見

受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
空
き
家
に
つ
い
て
、
29

年
度
か
ら
「
空
き
家
等
対
策
計
画
の

策
定
」
に
着
手
と
あ
る
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
計
画
策
定
と
な
る

の
か
伺
う
。現

在
各
連
合
自
治
会
に
お

願
い
を
し
、
空
き
家
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
国
の
基
準
に
よ
り
倒
壊
等

の
状
態
、
衛
生
上
の
状
態
、
景
観
状

態
な
ど
の
判
断
に
よ
り
、
特
定
空
家

と
し
て
判
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
撤

去
や
修
繕
な
ど
指
導
・
勧
告
・
命

令
・
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
特
例

か
ら
除
外
、
さ
ら
に
は
行
政
代
執
行

に
よ
る
強
制
撤
去
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

空
き
家
対
策
計
画
に
つ
い
て
は
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
空
き

家
対
策
の
基
本
的
な
方
針
、
対
象
地

域
、
計
画
期
間
、
対
象
と
す
る
空
き

家
の
種
類
、
特
定
空
家
等
に
関
す
る

措
置
な
ど
を
示
す
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
国
の
補
助
事
業
等
を
利
用

す
る
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
計
画
の
策

定
が
必
須
と
な
る
。

ま
た
、
空
き
家
除
去
の
取
り
組
み

と
し
て
、
大
き
く
二
つ
の
考
え
方
に

よ
り
、
空
き
家
の
解
体
に
対
す
る
補

助
を
検
討
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
空

き
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
く
特
定
空

家
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
二
つ
目

は
、
対
象
を
限
定
せ
ず
建
て
替
え
を

条
件
と
し
た
も
の
だ
。

空
き
家
調
査
が
終
了
し
て
、

そ
れ
を
基
本
に
し
て
空
き
家

対
策
計
画
を
策
定
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
所
有
者
の
利
点

は
。除

去
す
る
場
合
、
所
有
者
に
勧
告

し
て
も
だ
め
な
場
合
は
、
強
制
執
行

を
す
る
の
か
。

メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
再
利
用
で
き
る
空
き
家
も
か
な

り
あ
り
、
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
し
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。

又
、
特
定
空
家
は
強
制
的
に
撤
去

等
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

計
画
を
策
定
し
て
、
所
有
者
の
確
認

を
行
い
、
勧
告
を
最
終
的
に
可
能
と

な
る
ま
で
の
段
階
に
は
か
な
り
の
手

順
が
必
要
と
な
る
。

浜
原
大
橋
左
岸
の
滝
原
方

面
に
向
か
っ
て
は
、
二
車
線

で
道
路
改
良
さ
れ
、
あ
け
ぼ
の
大
橋

か
ら
上
流
も
改
良
が
済
ん
で
い
る
。

浜
原
大
橋
か
ら
下
流
亀
村
ま
で
の

約
５
０
０
ｍ
区
間
は
、
未
改
良
と

な
っ
て
い
る
。
町
内
の
目
玉
観
光
の

一
つ
、
町
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
施

設
と
し
て
、「
カ
ヌ
ー
の
里
お
お
ち
」

も
あ
り
、
早
急
な
改
良
が
是
非
と
も

必
要
と
考
え
る
が
計
画
を
伺
う
。

以
前
か
ら
こ
の
箇
所
に
つ

い
て
は
、
上
下
流
の
改
良
に
併
せ
て

拡
幅
改
良
が
出
来
な
い
も
の
か
と
検

討
し
て
い
る
が
、
現
況
は
川
と
急
峻

な
山
肌
に
挟
ま
れ
た
道
路
で
、
改
良

に
は
大
き
な
切
り
取
り
斜
面
と
な
り

工
法
的
に
も
問
題
が
大
き
く
困
難
な

状
況
で
あ
る
が
、
改
良
の
必
要
性
は

感
じ
て
い
る
。

現
地
は
山
も
大
変
急
峻
で

難
工
事
と
な
り
、
今
す
ぐ
新

規
着
工
は
な
か
な
か
難
し
い
と
は
思

う
が
、
次
期
計
画
に
は
是
非
と
も
組

み
入
れ
て
ほ
し
い
。こ

の
区
間
の
改
良
の

必
要
性
は
強
く
感
じ
て
お
り
、
今
は

継
続
事
業
も
あ
り
、
す
ぐ
に
新
規
着

手
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
将
来

的
に
は
路
線
名
を
入
れ
て
改
良
計
画

の
中
に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。

空家等対策の計画策定は
29年度に作成する

波多野 康博 議員
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浜
原
大
橋
か
ら
下
流
亀
村
ま
で
の

道
路
改
良
に
つ
い
て

改
良
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る

道
が
狭
い
け
〜
な
〜 

譲
り
合
い
を
し
な
い
と 

あ
ぶ
な
い
よ 

改良が望まれる町道吾郷～浜原線



国
、
県
等
関
係
機
関
は
、

青
色
申
告
を
勧
め
る
と
同
時

に
収
入
保
険
制
度
を
推
奨
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
で
は
、
自
然
災
害
・
収

量
減
少
に
加
え
、
価
格
低
下
な
ど
農

業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な

い
収
入
減
少
が
補
償
対
象
と
な
る
よ

う
だ
が
こ
の
制
度
の
要
件
は
。

収
入
保
険
制
度
の
加
入
資

格
は
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
要
件
で
あ
り
、
平
成
31
年
、
制

度
開
始
と
同
時
に
、
保
険
に
加
入
す

る
た
め
に
は
、
30
年
の
申
告
に
は
、

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

制
度
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

制
度
の
詳
細
な
設
計
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。
収
入
保
険
制
度
の

導
入
と
同
時
に
、
農
業
共
済
制
度

は
、
任
意
加
入
と
な
る
予
定
。

農
家
の
補
償
に
対
す
る
選
択
肢
は

増
え
る
が
、
収
入
保
険
制
度
と
の
重

複
は
禁
止
さ
れ
、
な
ら
し
対
策
、
野

菜
価
格
は
安
定
制
度
も
、
ど
ち
ら
か

を
選
択
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

収
入
保
険
制
度
は
過
去
５

年
間
の
平
均
を
参
考
に
、
本

人
の
負
担
金
あ
る
い
は
補
助
金
を

も
っ
て
、
運
営
さ
れ
る
が
一
般
農
家

は
、
現
在
の
農
業
共
済
制
度
と
、
収

入
保
険
制
度
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
れ

ば
良
い
か
伺
う
。

今
ま
で
の
農
業

共
済
制
度
は
強
制
的
な
加
入
。
収
入

保
険
制
度
に
な
ら
ば
災
害
の
補
償
も

価
格
補
償
も
あ
る
制
度
で
あ
る
。

小
規
模
の
農
家
に
収
入
保
険
制
度

が
必
要
か
ど
う
か
は
、
農
家
の
判
断

に
よ
る
が
収
入
が
１
０
０
０
万
の
と

こ
ろ
で
、
こ
の
保
険
に
入
ろ
う
か
と

思
え
ば
、
約
30
万
円
の
保
険
金
を
か

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
無
い
と
感
ず
る
。

担
い
手
・
人
手
不
足
・
後

継
者
不
足
の
な
か
で
29
年
中

に
美
郷
町
独
自
の
営
農
連
絡
協
議
会

が
で
き
る
話
が
あ
っ
た
が
。

集
落
営
農
の
連
絡
協
議
会

等
の
設
立
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

県
の
段
階
、
郡
の
段
階
で
の
、
研

修
会
等
も
あ
る
が
、
集
落
営
農
・
法

人
化
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営

努
力
の
視
点
、
社
会
的
に
責
任
も
増

し
て
く
る
。
こ
の
協
議
会
で
は
独
自

の
研
修
会
等
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
に
、
農
地
中
間
管

理
機
構
に
よ
る
土
地
改
良
制
度
の
見

直
し
と
あ
る
が
町
と
し
て
は
取
り
組

む
意
思
は
あ
る
か
。

農
家
の
負
担
な

し
に
基
盤
整
備
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
町
と
し
て
も

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
思
っ
て
い

る
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
集
積
と
い
う

一
つ
の
、
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
が
、
圃

場
整
備
、
暗
渠
排
水
、
道
水
路
の
整

備
、
な
ど
中
間
管
理
機
構
と
相
談
し

な
が
ら
、
事
業
の
導
入
を
図
り
た

い
。

平
成
30
年
度
か
ら
減
反
の

割
り
当
て
が
な
く
な
る
。
今

ま
で
は
国
・
県
か
ら
転
作
割
り
当
て

が
あ
り
、
米
余
り
も
そ
れ
な
り
に
防

げ
て
い
た
。

制
限
が
無
く
な
れ
ば
水
稲
の
作
付

け
も
多
く
な
り
、
米
余
り
が
生
じ
な

い
か
不
安
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
、
ど

の
よ
う
な
考
え
な
の
か
伺
う
。

数
字
は
示
す

が
、
県
に
割
り
当
て
等
は
し
な
い
、

市
場
の
動
向
を
見
な
が
ら
精
査
は
し

て
い
く
と
い
う
の
が
国
の
考
え
。

島
根
県
は
、
目
安
の
面
積
が
出
た

場
合
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に
町
村

の
目
標
の
面
積
を
示
す
。
農
家
が
自

由
と
言
い
な
が
ら
も
、
目
標
の
な
い

米
づ
く
り
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
一
応
、
今
ま
で
と

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
配
分
を
行
っ
て
い

く
。

農業改革を進めていくには
営農連絡協議会を設立し、
経営努力の視点を高める

福島 教次郎 議員
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ここが聞きたい

総
会
の
あ
と
、
恒
例
の
反
省
会
？ 

こ
の
反
省
会
で 

新
た
な
„
絆
“
が
生
ま
れ
る
。 

共同作業による一斉防除

集落営農組織の総会状況



町
長
は
双
葉
園
・
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
双
葉
園
な
ど
在
宅
介

護
な
ど
行
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
を

利
用
す
れ
ば
十
分
だ
と
言
わ
れ
る
が
、

実
際
的
に
施
設
が
足
り
て
い
る
の
か
。

介
護
保
険
施
設
は
、
他
に

比
べ
郡
内
で
は
施
設
的
に
は
そ
ろ
っ

て
い
る
。
現
在
の
状
態
は
99
・
５
％

ぐ
ら
い
達
成
し
て
い
る
。
町
内
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
定
員
50

人
の
「
双
葉
園
」、
定
員
30
人
の

「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
双
葉
園
」
が
あ
り

郡
内
に
お
け
る
施
設
の
割
合
は
、
全

国
や
島
根
県
の
平
均
よ
り
大
幅
に
高

く
比
較
的
充
実
し
て
い
る
。

町
長
は
施
設
が
十
分
と
い

わ
れ
る
が
、
す
ぐ
入
れ
る
状

況
か
、
あ
る
い
は
待
機
さ
れ
て
い
る

方
が
い
る
の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
す
ぐ

に
入
所
は
出
来
ず
、
待
機
者
が
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

２
月
末
現
在
で

双
葉
園
が
60
人
、
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
双

葉
園
が
52
人
待
機
者
が
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
人
が
待
機
さ

れ
て
い
る
、
こ
の
方
た
ち
は

一
生
懸
命
美
郷
の
た
め
に
働
き
、
税

金
を
納
め
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
に

お
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
保
険

を
使
わ
な
い
人
が
、
使
っ
た
人
よ
り

点
数
が
低
く
入
所
出
来
な
い
が
、
ど

う
思
う
か
。介

護
士
不
足
も
あ
る
が
、

施
設
を
そ
の
た
め
に
増
や
す
こ
と
は

全
く
計
画
に
も
な
い
。
希
望
が
叶
う

よ
う
考
え
た
い
と
思
う
。

町
長
の
施
政
方
針
に
、「
生

涯
を
通
じ
て
健
康
で
安
心
で

き
る
町
」
ま
た
「
一
人
ひ
と
り
が
い

き
い
き
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
つ
な
げ

る
健
康
な
町
」と
あ
る
が
、具
体
的
に

何
を
ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
か
。

具
体
的
に
は
美
郷
町
健
康

づ
く
り
計
画
の
４
つ
の
柱
で
あ
る
。

①
住
民
主
体
の
地
区
ご
と
の
健
康
づ

く
り
活
動
。

②
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推

進
。

③
疾
病
の
早
期
発
見
、
合
併
症
・
重

症
化
防
止
。

④
多
様
な
実
施
主
体
と
の
連
携
の
推

進
。

「
美
郷
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
を
中
心
に
関
係
機
関
、
関
係
団

体
等
が
一
体
的
な
取
組
を
実
施
す
る
。

他
市
町
か
ら
う
ら
や
ま
れ

る
温
水
プ
ー
ル
や
、
健
康
器

具
を
備
え
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
施
設
が
あ

る
が
、
町
民
が
ど
れ
だ
け
利
用
し
て

い
る
か
。

27
年
度
の
利
用
数
は
、
町

か
ら
の
委
託
事
業
「
か
ら
だ
ス
ッ
キ

リ
健
康
教
室
」
年
間
22
回
で
延
べ
３

８
６
人
。介
護
予
防「
脳
と
か
ら
だ
の

健
康
教
室
」86
回
延
べ
１
１
９
０
人
。

「
療
育
音
楽
健
康
づ
く
り
教
室
」
１

６
６
回
延
べ
２
１
８
１
人
。
こ
の
ほ

か
町
外
を
含
む
会
員
や
水
中
・
水
泳

教
室
な
ど
延
べ
２
万
９
７
６
人
で
年

間
合
計
２
万
４
７
３
３
人
で
あ
る
。

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
「
に
こ
に
こ
健

康
教
室
」「
脳
と
体
の
健
康
教
室
」「
療

育
音
楽
教
室
」
と
生
き
が
い
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
、
ハ
ツ
ラ
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど

年
間
で
行
っ
て
い
る
が
参
加
者
数
を

把
握
し
て
い
る
か
。

に
こ
に
こ
教

室
・
脳
と
体
の
健
康
教
室
・
ド
レ
ミ

の
具
体
的
な
人
数
は
、
把
握
し
て
い

な
い
が
、
お
お
よ
そ
１
回
の
教
室
で

10
〜
15
人
と
聞
い
て
い
る
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
を
対
象
と
し
て
利
用
者

が
最
高
15
人
は
地
域
全
体
で
満
遍
な

く
行
き
届
い
て
い
る
人
数
か
。
ま
た
、

足
が
少
し
不
自
由
な
方
が
参
加
で
き

る
よ
う
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
送
迎
を
さ

れ
て
い
る
か
。

に
こ
に
こ
教
室

は
各
地
域
の
農
村
塾
・
交
流
セ
ン

タ
ー
・
公
民
館
・
集
会
所
等
で
開
催

し
、「
脳
と
体
の
健
康
教
室
」「
ド
レ

ミ
」
に
つ
い
て
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
開

催
し
て
い
る
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
は
行
っ

て
い
な
い
。

お年寄りが突然介護が必要に
なった場合、施設面の充実は

施設の割合は全国や島根県の平均より高く
比較的充実している

岩根 和博 議員
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健
康
で安心

で
き
る
町
と
は

健
康
寿
命
を
伸
ば
し

生
活
の
質
の
向
上
を
図
る

老後は 

だいじょうぶかな～ 

入所希望の多い双葉園



第
１
次
長
期
総
合
計
画
に

お
い
て
、
１
期
４
年
間
に
計

画
さ
れ
た
事
業
の
目
標
達
成
は
ど
の

く
ら
い
か
。第

１
期
目
は
、
定
住
、
産

業
、
雇
用
、
集
落
の
活
性
化
、
道
路

網
の
整
備
と
公
共
交
通
、
子
育
て
支

援
と
在
宅
福
祉
の
充
実
の
四
つ
を
重

点
方
針
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

①
　
定
住
、産
業
、雇
用
対
策
で
は
、

定
住
子
育
て
支
援
対
策
を
重
点
テ
ー

マ
に
美
郷
町
定
住
子
育
て
ラ
イ
フ
５

つ
星
の
町
と
し
て
、
住
宅
の
新
築
、

改
修
助
成
を
行
い
、
町
内
在
住
者
向

け
の
定
住
対
策
も
講
じ
、
消
費
拡
大

の
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
商

工
事
業
者
の
設
備
導
入
へ
の
支
援
、

新
規
雇
用
へ
の
雇
用
促
進
助
成
の
ほ

か
、新
産
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

②

集
落
の
活
性
化
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
の
み
さ
と
館
や
、み
さ

と
本
の
森
の
開
設
、美
郷
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
山
く
じ
ら
を
地
域

資
源
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
。

③
　
道
路
整
備
も
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
、
国
、
県
と
の
パ
イ
プ
を
生
か
し

国
道
３
７
５
号
の
湯
抱
１
工
区
の
改

良
工
事
の
完
了
や
、
粕
渕
地
内
へ
の

計
画
実
施
の
決
定
、
県
道
川
本
波
多

線
竹
工
区
の
着
工
を
し
た
。

公
共
交
通
対
策
は
、
町
道
の
改
良
整

備
や
、
生
活
関
連
道
の
整
備
に
も
新

た
に
取
り
組
み
、
路
線
の
新
設
や
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
導
入
な
ど

を
進
め
た
。

④
　
子
育
て
支
援
と
在
宅
福
祉
の
充

実
は
、
保
育
料
の
軽
減
、
減
額
、
無

料
化
な
ど
や
在
宅
育
児
手
当
、
子
ど

も
医
療
費
の
中
学
生
ま
で
の
無
料
化

や
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
、
ま
た
、
小
中
学
校
で
は
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

導
入
、
給
食
費
へ
の
補
助
の
他
、
公

営
学
習
塾
の
開
設
な
ど
行
い
、
閉
じ

こ
も
り
対
策
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
充
実
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
仕
組
み

づ
く
り
、
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で

生
活
が
で
き
る
よ
う
事
業
メ
ニ
ュ
ー

の
充
実
な
ど
行
っ
た
。

１
期
目
の
任
期
中
は
、
93
の
施
策

に
つ
い
て
、
約
８
割
の
目
標
を
達
成

が
出
来
た
。
町
政
全
体
の
進
展
を
と

ら
え
る
目
安
と
言
え
る
。

29
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
一
般
会
計
当
初
予
算
な

ど
、
23
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
町
長

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
主
観
に
予
算

編
成
を
し
た
か
伺
う
。

総
合
計
画
を
踏
ま
え
た
施

策
の
展
開
を
基
本
と
し
、
新
た
な
４

つ
の
方
針
を
重
点
に
予
算
を
編
成
し

た
。

①
　
方
針
の
道
路
網
の
整
備
や
、
新

産
業
の
充
実
に
よ
る
雇
用
環
境
の
充

実
で
は
、
町
道
の
改
良
整
備
に
加

え
、
生
活
関
連
道
路
整
備
事
業
の
実

施
、
農
業
サ
ポ
ー
ト
経
営
体
の
設

立
、
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
、
中
小
企

業
の
設
備
更
新
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
な
ど
に
取
り
組
む
。

②
　
定
住
対
策
の
促
進
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
充
実
で
は
、
定
住
奨
学
金
の

新
設
や
、
定
住
住
宅
の
建
設
、
空
き

家
対
策
と
活
用
の
推
進
。

③
　
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
環
境
の

充
実
は
、
子
育
て
世
帯
の
集
い
の
場

づ
く
り
や
、
公
募
型
応
援
事
業
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
小
中
学

校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
、
英
語
学
習

な
ど
の
実
施
。

④
　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
で
は
、
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
の
取
り
組
み
や
、
新
た
な
公
民
館

の
設
置
、
自
主
防
災
組
織
の
支
援
な

ど
を
行
う
。

ま
た
、
三
江
線
廃
止
後
の
新
公
共
交

通
プ
ラ
ン
は
、
平
成
30
年
４
月
以
降

の
美
郷
町
も
含
め
た
沿
線
市
町
の
公

共
交
通
で
あ
り
、
沿
線
市
町
と
連
携

し
て
作
り
上
げ
る
。

国
道
３
７
５
号
長
藤
地
内
、

未
着
工
部
分
の
改
良
は
。

危
険
な
場
所
で
あ
る
と
承

知
を
し
て
い
る
の
で
国
や
県
に
要
望

を
毎
年
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

新
規
の
工
事
は
、
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
。

花
の
谷
線
、
久
保
線

を
、
道
路
改
良
と
い
う
規
模
で
は
な

い
が
、
町
単
独
事
業
で
行
う
。

1期4年間の実績は
8割の目標達成

黒川 民次郎 議員
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新
年
度
予
算
編
成
の主眼

は

新
た
な
四
つ
の
方
針
を

重
点
に
編
成

道
路
改
良
が 

進
ま
な
い
な
〜 

改良が待たれる国道375号（長藤地内）



施
政
方
針
の
中
で
、
保
育

料
の
減
額
や
第
３
子
以
降
の

無
料
化
の
実
施
、
ま
た
低
所
得
者
及

び
子
育
て
世
代
の
経
済
的
支
援
の
強

化
を
図
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
更
な

る
強
化
策
が
あ
る
の
か
。

子
育
て
支
援
策
は
、
保
育

利
用
料
の
軽
減
や
、
完
全
給
食
の
実

施
、
在
宅
育
児
手
当
の
支
給
な
ど
を

実
施
。
29
年
度
は
引
き
続
き
低
所
得

者
に
対
し
第
１
子
か
ら
、
保
育
利
用

料
及
び
延
長
保
育
料
を
無
料
に
す

る
。

病
後
児
保
育
の
内
容
を
伺

う
。

病
後
児
保
育
は
本
年
４
月
よ
り
、

大
和
事
務
所
で
実
施
す
る
予
定
。
こ

れ
は
児
童
が
病
気
や
ケ
ガ
の
回
復
期

に
お
い
て
、
集
団
で
の
保
育
が
困
難

で
あ
り
、
か
つ
保
護
者
の
勤
務
な
ど

の
都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
が
困

難
な
場
合
で
、
一
時
的
に
そ
の
児
童

を
預
か
る
制
度
。

利
用
希
望
者
は
事
前
登
録
と
前
日

予
約
が
必
要
と
な
り
、
あ
ら
か
じ
め

大
和
診
療
所
で
診
察
を
受
け
、
安
定

し
た
状
態
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
限

り
、
保
護
者
に
代
わ
り
保
育
士
、
看

護
師
な
ど
が
子
供
の
状
況
や
発
達
に

合
わ
せ
た
看
護
、
保
育
を
行
う
。

利
用
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。
定
員
は
２
人
以
内
と
し
、
対

象
児
童
は
１
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
。

利
用
料
は
１
時
間
に
つ
き
１
５
０
円

で
、
１
日
１
０
０
０
円
を
予
定
し
て

い
る
。

利
用
は
大
和
地

域
と
邑
智
地
域
と
も
に
で
き
る
。
30

年
度
以
降
で
邑
智
地
域
で
の
設
置
を

検
討
す
る
。子

育
て
五
つ
星
の
町
を
内

外
の
訴
え
る
Ｐ
Ｒ
は
。

今
後
、
看
板
的
な
も
の
を

考
え
て
い
く
。

平
成
30
年
３
月
末
の
三
江

線
廃
止
後
の
代
替
交
通
の
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
住
民
に

と
っ
て
利
便
性
の
高
い
持
続
可
能
な

新
交
通
プ
ラ
ン
が
間
に
合
う
の
か
心

配
し
て
い
る
。
併
せ
て
跡
地
問
題
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

三
江
線
廃
止
後
の
代
替
交

通
の
構
築
は
二
つ
の
協
議
会
で
検
討

中
で
あ
る
。

現
在
１
月
に
実
施
し
た
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
を

基
に
、
沿
線
を
三
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
、
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
運
行

計
画
の
検
討
を
し
て
い
る
。

廃
線
ま
で
、
あ
と
一
年
だ
が
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
バ
ス
に
よ
る
代

替
交
通
の
構
築
を
す
る
。

鉄
路
の
除
草
管
理
な
ど
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
廃
止
以
降
も
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
用
地
で
あ
る
以
上
は
責
任

を
持
っ
て
管
理
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。
当
町
も
窓
口
と
な
る
部
署
が

必
要
で
あ
る
。

三
江
線
廃
止
に
な
れ
ば
①

景
観
が
悪
く
な
る
、
②
病
害

虫
の
温
床
に
な
る
、
③
有
害
鳥
獣
の

す
み
か
に
な
る
、
こ
と
が
心
配
さ
れ

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
等
へ
の
陳
情
を
す
べ

き
で
は
。

跡
地
問
題
に
つ

い
て
は
、
沿
線
の
各
自
治
会
の
方
か

ら
心
配
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
現

在
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
管
理
が

な
さ
れ
る
か
は
話
が
出
て
い
な
い
。
今

後
、
他
の
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
す

す
め
た
い
。あ

く
ま
で
も
用
地
は
Ｊ
Ｒ

西
日
本
だ
か
ら
、
責
任
を
持
っ
て
後

の
管
理
を
し
て
も
ら
う
よ
う
Ｊ
Ｒ
と

話
を
し
た
い
。

新しい子育て支援策は
病後児保育を始めます

安田 勝司 議員
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三
江
線
廃
止
後
の
管
理
は

Ｊ
Ｒ
の
責
任
で
管
理
す
る
よ
う
約
束
を

「病後児」という 
名前がよくないな～ 

葛と灌木に覆われた鉄道法面の管理は

事前登録と前日予約が必要です



防
災
士
が
、
町
内
で
活
躍

し
て
い
る
。
防
災
士
が
現
場

に
来
て
も
、
一
般
の
方
と
区
別
が
つ

か
な
い
。
防
災
士
の
方
が
一
生
懸
命

や
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い

な
い
。
防
災
士
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
購

入
し
て
は
い
か
が
か
。

防
災
士
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
地
域
に
お
い
て
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
が
見
込
ま
れ
る

方
を
対
象
と
し
た
防
災
士
育
成
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
連
合
自
治
会
か

ら
推
薦
さ
れ
た
方
に
、
町
の
防
災
士

と
し
て
、
地
域
で
の
自
主
防
災
活
動

を
進
め
て
い
る
。

現
在
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
防
災
士
会
と
い
う
防
災
士
の
全

国
組
織
が
あ
り
、
会
員
向
け
に
防
災

士
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
販
売
さ
れ
て
い

る
。
資
格
取
得
後
に
、
協
会
へ
加
入

を
し
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
購
入
費
を
連

合
自
治
会
へ
支
援
す
る
。

防災士にユニホームを
資格取得後にユニホーム購入

佐竹 一夫 議員

一 般 質 問11人登壇
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ここが聞きたい

町
内
に
は
、
か
な
り
の
空

き
住
宅
が
あ
る
が
、
若
者
定

住
住
宅
は
、
今
年
度
も
計
画
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
例
で
は
、
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
を
募
集
し
、
入
居
希
望
が

な
い
場
合
、
町
内
の
希
望
者
を
入
居

さ
せ
て
い
る
。
若
者
定
住
住
宅
計
画

の
趣
旨
か
ら
、
町
内
の
方
は
既
存
の

住
宅
に
入
居
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
町
内
に
は
、
２
７

１
戸
の
公
営
住
宅
が
あ
る
、
そ
の

内
、
21
戸
の
空
き
室
が
あ
り
、
今
後

の
公
営
住
宅
運
営
に
お
い
て
、
必
要

な
部
屋
数
を
検
討
す
る
べ
き
と
感
じ

て
い
る
。

若
者
定
住
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望

さ
れ
る
方
に
は
、
入
居
理
由
な
ど
直

接
聞
き
取
り
を
し
て
、
一
概
に
町
内

在
住
者
を
若
者
定
住
住
宅
の
対
象
外

と
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
、
特

別
な
理
由
以
外
の
場
合
は
、
積
極
的

に
公
営
住
宅
へ
の
入
居
を
斡
旋
し
て

い
る
。

元
来
、
町
外
、

町
内
ど
ち
ら
も
入
居
で
き
る
。

町
内
の
方
は
、
若
者
世
代
の
流
出

防
止
策
の
観
点
か
ら
事
業
開
始
時
か

ら
の
目
的
で
あ
る
。

町
内
か
ら
の
若
者
定
住
住
宅
へ
の
入
居
は

特
別
な
理
由
以
外
は
公
営
住
宅
へ

邑
智
小
学
校
の
６
年
生
が

「
美
し
き
郷
の
未
来
」
と
題
し

て
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
笑
顔
で
元
気
な
町
」、「
江
の
川

の
活
用
」、「
美
郷
町
の
未
来
に
つ
い

て
」、「
地
域
活
動
の
活
発
化
」
の
四

つ
の
提
案
を
し
て
く
れ
た
。

こ
の
提
案
に
対
し
、
何
か
考
え
が

あ
る
か
。

邑
智
小
学
校
６
年
生
の
発

表
「
美
し
き
郷
の
未
来
」
で
は
、
美

郷
町
の
現
状
を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
、

子
ど
も
た
ち
な
ら
で
は
の
具
体
的
な

提
案
を
し
て
く
れ
た
。
子
ど
も
た
ち

が
大
変
た
く
ま
し
く
、
優
し
く
、
素

直
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
大
変
感

動
を
覚
え
た
。

子
ど
も
た
ち
の
目
線
で
、
真
剣
に

考
え
て
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
た
、

そ
の
学
び
と
そ
の
思
い
を
何
よ
り
も

大
切
に
し
た
い
。高

齢
者
の
方
々
か
ら

伝
え
て
い
た
だ
い
た
竹
細
工
や
銭
太

鼓
で
あ
っ
た
り
、
お
い
し
い
野
菜
な

ど
子
供
た
ち
が
大
変
価
値
が
高
い
も

の
と
し
て
見
て
い
る
。
地
域
の
方
々

が
色
々
な
面
で
子
供
た
ち
に
伝
え
て

来
た
こ
と
が
実
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

子
供
た
ち
が
小
さ
な
間
に
、
ふ
る
さ

と
美
郷
町
を
し
っ
か
り
す
り
込
む
こ

と
を
私
た
ち
が
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
思
う
。

子
供
た
ち
が
考
え
た
美
郷
町
の
未
来
は

子
供
た
ち
の
目
線
で

真
剣
に
伝
え
た
学
び
を
大
切
に
し
て

広
く
発
信 

「
五
つ
星
の
ま
ち
」 

子
ど
も
た
ち
も
考
え
た 



平成29年美郷町議会 

第1回 第1回 
臨時会報告 臨時会報告 

議会だよりみさと No.50 20

農
業
の
担
い
手
の
高
齢
化
や
国
の

稲
作
政
策
の
変
更
、
農
業
協
同
組
合

改
革
の
進
展
で
将
来
の
展
望
が
開
け

な
い
こ
と
か
ら
、
当
町
で
は
耕
作
放

棄
地
の
更
な
る
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
町
で
は
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め

に
、
集
落
営
農
組
織
の
設
立
に
よ
り

農
地
を
守
る
活
動
を
拡
大
し
て
き
ま

し
た
。

平
成
28
年
度
ま
で
に
町
内
で
17
の

集
落
営
農
組
織
が
設
立
さ
れ
、
耕
作

す
る
農
地
は
１
６
７
ha
で
町
内
全
農

家
の
水
田
面
積
の
35
％
に
な
り
ま

す
。今

後
集
落
営
農
の
新
た
な
設
立
は

多
く
を
望
め
な
い
こ
と
、
高
齢
化
も

進
む
こ
と
か
ら
、
町
全
域
を
カ
バ
ー

す
る
組
織
体
を
早
急
に
設
立
し
て
農

地
維
持

と
農
業

振
興
を

図
ら
な

け
れ
ば

な
り
ま

せ
ん
。

担
い
手
不
在
の
農
地
の
耕
作
や
特

殊
な
機
械
で
行
う
農
作
業
受
託
、
水

稲
栽
培
の
作
業
受
託
な
ど
を
行
い
、

農
地
の
遊
休
化
を
防
ぎ
、
農
家
の
安

心
と
活
力
あ
る
農
村
風
景
を
維
持
し

ま
す
。

ま
た
、
乾
田
化
、
区
画
整
理
、
施

設
改
修
な
ど
、
耕
作
条
件
改
善
に
対

す
る
事
業
の
活
用
で
効
率
の
良
い
農

地
づ
く
り
を
目
指
す
。
郡
内
で
は
、

邑
南
町
に
「
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
お
ー

な
ん
」
が
平
成
21
年
４
月
か
ら
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

①
法
人
形
態
は
「
一
般
社
団
法
人
」

で
の
設
立
を
検
討
。

一
般
社
団
法
人
に
す
る
理
由
は
事

業
内
容
に
制
約
が
な
い
。
剰
余
金
を

資
産
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
る
。
税

制
面
で
有
利
な
点
が
あ
る
た
め
。

②
法
人
従
事
者
の
雇
用
計
画

法
人
設
立
ま
で
は
１
人
の
専
従
者

を
お
い
て
経
営
計
画
の
立
案
か
ら
設

立
事
務
を
担
当
す
る
。

設
立
後
は
常
時
雇
用
３
人
、
季
節

雇
用
６
人
程
度
の
雇
用
を
計
画
し
て

い
る
。

①
水
稲
作
業
の
受
託

②
Ｊ
Ａ
の
受
託
作
業
、
育
苗
事
業
へ

の
労
働
力
提
供

③
利
用
権
設
定
に
よ
る
農
業

④
農
家
か
ら
の
農
作
業
受
託
（
堆
肥

散
布
、
畝
た
て
等
）

⑤
直
接
支
払
い
事
務
支
援

⑥
育
苗
施
設
空
き
期
間
の
利
用
に
よ

る
営
農
活
動

⑦
薬
草
栽
培
（
シ
ャ
ク
ヤ
ク
等
）

⑧
生
活
支
援
に
関
す
る
事
業

冬
季
の
除
雪
作
業
・
灯
油
配
達
な

ど
農
業
用
機
械
の
購
入
費
な
ど
で
、

７
０
０
０
万
円
を
、
17
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
に
計
上

設
立
の
背
景

設
立
の
目
的

新
た
な
組
織
の
概
要

法
人
の
行
う
事
業

経
費
等

シャクヤク等の薬用植物栽培が
収益の柱に

町町の状況 町の状況 町の状況 

2期（H21） 集落協定等 60 面積 377ha 
3期（H26） 〃 54 〃 334ha 
4期（H27） 〃 50 〃 313ha

中山間地域直接支払制度協定数集落 64ha減少 
耕作放棄地が 
確実に 
増えています。 

農作業受託用の機械装備（イメージ）



計画策定の構成と期間

①基本構想
本町がめざす将来像やまちづくりの視点・
基本方向を明らかにします。

②基本計画
基本構想を実現するための核となる重点施
策及び分野別の施策を体系的を明らかにします。

③実施計画
基本計画で定めた施策体系に基づき、実施
する事業を明らかにします。

28年度
（2016）

29年度
（2017）

30年度
（2018）

31年度
（2019）

32年度
（2020）

33年度
（2021）

34年度
（2022）

35年度
（2023）

36年度
（2024）

37年度
（2025）

基本構想（平成 28～ 37年度）

前期基本計画（平成 28～ 32年度） 後期基本計画（平成 33～ 37年度）

基本構想

基本計画

実施計画

基本構想

基本計画

実施計画

まちづくりの将来像、基本方向（施策体系）
などを示すものです。

基本構想を実現するための重点施策分野施策
を体系的に示すものです。

基本計画で定めた施策体系に基づいて事業実
施施策を明らかにし、実施する事業を体系的に
示すものです。

計画の期間　平成 28年度（2016）から 37年度（2025）までの 10年間

平成29年美郷町議会 平成29年美郷町議会 

第1回 第1回 第1回 
臨時会報告 臨時会報告 臨時会報告 
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長
期
総
合
計
画

前
期
5
カ
年
基
本
計
画
を
承
認

第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
23
日
に
招
集
さ
れ
、
全
議
員
出
席

の
も
と
補
正
予
算
案
３
件
、
一
般
事
件
案
２
件
の
提
案
が
あ

り
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

議
事
録
作
成
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費

用
、
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の
助
成

金
、
２
０
２
０
年
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
カ
ヌ
ー
競
技
指
定
強
化
選
手

支
援
金
の
各
増
額
に
よ
る
補
正

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
枦
谷
地
区
造

成
工
事
第
１
期
（
伐
開
・
敷
地
造

成
）
工
事
敷
地
造
成
に
伴
う
伐
開
処

理
量
の
増
に
よ
る
請
負
契
約
の
変
更

契
約
先

置
名
土
木
有
限
会
社

代
表
取
締
役
　
置
名
修
二

契
約
金
額

金
４
３
２
０
万
円
を

金
６
０
４
７
万
３
５
２
０
円

に
変
更

■
第
２
次
美
郷
町
長
期
総
合
計
画
に

つ
い
て

議
会
基
本
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
議
決
を
求
め
る
第
２
次
長
期
総

合
計
画
基
本
計
画
案

予 

算 

案 

会計名

一般会計

補正前の額

6,577,368

補正額

1,500

補正後の額

6,578,868

国民健康保険
特別会計

810,026 △10,269 799,757

国民健康保険診
療所特別会計

88,685 1,500 90,185

一 

般 

事 

件 

案 

■補正予算の状況　　　　　　 （単位：千円）

造成中のハウス建設予定地



定
例
会
に
て
、
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
条
例
案
６
件
を

審
議
。
条
例
案
は
人
事
院
勧

告
等
に
基
づ
く
も
の
で
問
題

は
な
く
、審
議
は
終
了
し
た
。

中
期
財
政
計
画
平
成
28

年
か
ら
平
成
33
年
ま
で
の
説

明
で
、
左
記
の
グ
ラ
フ
中
歳

入
歳
出
で
平
成
30
年
は
大
和

荘
の
改
築
が
入
っ
て
い
る

美
郷
町
の
教
育
は
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
早
く
か
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
に
着
目
、
支
援
を

し
て
き
た
。
昨
年
小
学
校
を

視
察
し
た
と
き
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

目
指
す
」
と
校
長
先
生
の
力

強
い
決
意
を
聞
い
た
。

今
年
１
月
、
新
聞
で
も
報

道
さ
れ
た
が
邑
智
小
学
校
の

６
年
生
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
て
美
郷
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
４
つ

の
テ
ー
マ
に
分
け
発
表
し

た
。定

年
を
迎
え
た
人
が
お
店

を
建
て
る
と
き
、
リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
方
が
安
く
で
き
る

と
、
具
体
的
な
値
段
を
出
し

て
の
発
表
や
、
ふ
る
さ
と
祭

り
に
行
う
鴨
山
駕
籠
か
き
大

会
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
を
設

け
て
ど
う
か
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
発
表
さ

れ
た
。
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
調

べ
、
写
真
と
共
に
大
き
な
ス

ク
リ
ー
ン
に
表
示
し
た
、
高

度
な
発
表
だ
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
教
師
と
生

徒
の
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
、
生
徒
間
の
学
習

内
容
の
共
有
な
ど
が
よ
り
容

易
で
あ
る
。

美
郷
町
の
宝
で
あ
る
子
供

た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
大
き

く
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
聞
い
て
い
た
。

美
郷
町
の
農
地
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ

り
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

こ
う
し
た
な
か
、
町
全
域

を
カ
バ
ー
す
る
「
農
業
サ

ポ
ー
ト
経
営
体
」
を
設
立

し
、
担
い
手
不
足
の
農
地
の

耕
作
や
作
業
受
託
、
水
稲
栽

培
な
ど
に
よ
り
農
地
の
維
持

を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業

と
活
力
あ
る
郷
づ
く
り
が
図

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

３
月
８
日
、
当
委
員
会

で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
実
態

の
調
査
を
広
域
的
に
視
察

し
、
あ
ら
た
め
て
農
地
の
維

持
管
理
の
必
要
性
を
確
認

し
、
全
町
的
に
農
地
の
維
持

管
理
に
取
り
組
む
組
織
の
必

要
性
を
痛
感
し
た
。
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総
務
委
員
会

総
務
委
員
会 

総
務
委
員
会 

美郷町の将来の財政状況は？ 
その他 町債 繰入金 国県支出金 

地方交付税 地方税 

その他 繰出金 人件費 物件費 公債費 

普通建設事業費 補助費等 扶助費 

0 

10億円 

20億円 

30億円 

40億円 

50億円 

60億円 

70億円 

80億円 

H33 H32 H31 H30 H29 H28 

歳入 

0 

10億円 

20億円 

30億円 

40億円 

50億円 

60億円 

70億円 

80億円 

H33 H32 H31 H30 H29 H28 

歳出 

教育のトップランナー！ 

まちづくりをアイディア 
邑智小児童 

教
育
民
生
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会 

教
育
民
生
委
員
会 

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会 

産
業
建
設
委
員
会 

テーマ 

町内耕作放棄地を現地調査 

サポート経営体は必要か 

圃場整備された農地が耕作放棄されている

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育：

情
報
通
信

技
術
教
育
、
情
報
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
教
育

みさと館の大スクリーンを使った
立派な発表でした



平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
は
、

平
成
28
年
度
よ
り
「
村
之
郷

２
地
区
」
で
の
栽
培
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
村
之
郷
２
地
区
」
で
は

約
10
ａ
の
ハ
ウ
ス
が
整
備
さ

れ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
の
28

年
実
績
は
計
画
数
量
を
１
�

余
り
上
回
る
生
産
量
７
�
を

超
え
る
収
穫
と
な
り
、
売
上

額
も
計
画
を
１
０
０
万
上
回

る
、
５
０
０
万
円
余
り
と

な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

一
方
、「
枦
谷
地
区
」
で

は
28
年
度
着
工
し
、
30
年
度

完
了
を
目
指
し
て
リ
ー
ス
ハ

ウ
ス
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
ん
で
い
ま
す
。

事
業
計
画
は
、
総
事
業
費

３
億
３
８
０
０
万
円
、
敷

地
面
積
は
２
ha
、
ハ
ウ
ス

（
間
口
８
ｍ
×
奥
行
き
45
ｍ
）

28
棟
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い

も
の
で
す
。（
ハ
ウ
ス
総
面

積
は
１
ha
に
も
な
る
）

29
年
度
よ
り
の
ト
マ
ト
の

生
産
開
始
で
す
が
、
完
成
時

に
は
１
年
を
通
し
て
技
術

者
・
指
導
者
３
人
、
地
元

雇
用
７
人
程
度
が
見
込
ま

れ
、
生
産
額
５
０
０
０
万
円

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

園
芸
作
物
の
生
産
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
農
業
分
野

に
お
け
る
、
定
住
・
雇
用
対

策
と
し
て
始
ま
っ
た
今
後
の

展
開
に
期
待
し
ま
す
。

議会だよりみさと No.5023

日 付 場 所

３
４

美郷町（みさと館）
美郷町役場

平成29年美郷町成人式
広聴広報員会

５ 美郷町（みさと館）平成29年美郷町出初式
６ 美郷町役場広聴広報員会
13 美郷町役場広聴広報員会
13 美郷町（大和荘）美郷町建設業協会新年互例会
13 川本町（三上旅館）平成29年官公署新年祝賀会
23 美郷町役場美郷町議会第１回臨時会
27 美郷町（美郷町役場）香川県綾川町議会視察
27 美郷町（美郷町役場）美郷町開発公社理事会
２月
８ 美郷町（美郷町役場）全員協議会
８ 美郷町（美郷町役場）議会運営委員会

21
松江市
（タウンプラザしまね）

平成28年度
島根県町村議会議長会定期総会

26

28

28

美郷町
邑南町(公立邑智病院）

川本町
（悠々ふるさと会館）

比之宮ふれあい祭り
邑智郡公立病院組合議会定例会

邑智郡総合事務組合定例議会

議会活動報告（H29年１月～３月）
活 動 内 容

１月
日 付 場 所

１
３月

１
川本町（島根中央高校）
美郷町（みさと館）

島根中央高校卒業式
美郷大学卒業式

３ 美郷町役場広聴広報員会
３～16 美郷町役場美郷町議会第１回定例会
５ 美郷町第11回吾郷地区文化祭
11 美郷町邑智中・大和中卒業式
17 美郷町邑智小・大和小卒業式

18～19 大阪市関西美郷会第10回総会

24
江津
（江津邑智消防組合消防本部）江津邑智郡消防組合議会

24 美郷町役場国民健康保険運営委員会

27
美郷町
（ゴールデンユートピア）開発公社理事会

27

28

美郷町役場
美郷町役場

交通対策協議会
議会運営委員会

28

29

30

31

美郷町役場
美郷町役場
美郷町役場
美郷町役場

広聴広報員会
広聴広報員会
広聴広報員会
広聴広報員会

活 動 内 容

リースハウス整備状況報告（産業建設委員会)

脱 稲稲作農業へ  稲 作農業へ  稲 作農業へ  枦谷団地 
現地ルポ 

稲
作
に
依
存
し
な
い
農
業

28棟のハウス建設が計画されてい
る枦谷団地



議会だよりみさと No.50 24

議会 シリーズ 第6回 

なぜ国会のように活発な議論が交わされないの？ 

議案の審議は、町長が議案を提案（上程・提案説明）した後、議員の質疑に町長が答え
（議案質疑・答弁）、議員が賛成反対の意思を表明（討論）して、最後に可・否を決める
（採決）となります。 
質疑とは、議案の説明だけではわからなかったことを聞くことです。規則で、質疑は簡明
にすること、議題以外に及んではならないこと、自分の意見を言うなど内容が討論になって
はならないことなどが定められています。 
町議会の討論とは、お互いに議論を交わし合うことではなく、賛否の理由を述べることに

よって自分の意見に賛成・同調することを他の議員にも求めるものです。 
本会議での議案審議はやや低調なものになる傾向にあります。そこで美郷
町議会では、第１回の定例会から当初予算は予算決算委員会で審議すること
にしました。 
国会中継の予算委員会のようにはなりませんが、以前より議論が活発に
なっていると思いますので予算決算委員会も傍聴においでください。 

長
年
の
功
績
に
表
彰

続

手
前
味
噌
で
す
が
…

先
般
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

し
、
委
員
か
ら
様
々
な
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
住
民
の
声
」「
議
員
見
て
歩
き
」

「
編
集
後
記
」
等
が
話
題
に
上
が
り
、

親
し
み
や
す
い
紙
面
作
り
で
議
会
へ

の
関
心
を
高
め
、
地
域
の
課
題
や
話

題
の
共
有
に
努
め
ね
ば
と
の
思
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
や
産
業
振
興
に
関
す

る
こ
と
や
、
町
政
に
関
す
る
意
見
も

出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
「
故
郷
を
ど
う
し
た
い

か
？
夢
を
語
る
議
員
に
な
っ
て
欲
し

い
」
と
の
励
ま
し
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
も
、

よ
り
良
い
議

会
だ
よ
り
に

向
け
、
広
聴

広
報
委
員

会
は
研
鑚
を

重
ね
て
い
き

ま
す
。

激
励
激
励
の„
エ
ー
ル
“ 

激
励
の„
エ
ー
ル
“ 

モモ
ニ
タ
ー
会
議
会
議
で 

モ
ニ
タ
ー
会
議
で 

活発な意見交換の様子

３
月
25
日
松
江
市
に
お
い
て
、
国
・
県
の
各
町
村
議
長
会
か
ら
、
自
治

体
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰 

 

在
職
12
年
以
上 

佐

竹

一

夫
議
員
13
年 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰 

 

在
職
27
年
以
上 

西

嶋

二

郎
議
長
28
年 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰 

 

在
職
16
年
以
上 

　

根

正

一
議
員
16
年 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰 

 

在
職
15
年
以
上 

黒

川

民
次
郎
議
員
16
年 



故
郷
千
原
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
か
ら

丸
10
年
、
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
と

思
っ
て
い
た
田
舎
暮
ら
し
の
夢
も
、

過
疎
化
、
高
齢
化
が
想
像
以
上
に
進

ん
で
お
り
、
隣
り
近
所
と
の
交
流
も

ま
ま
な
ら
な
い
中
、
手
助
け
に
な
っ

た
の
が
「
長
寿
大
学
」
や
交
流
セ
ン

タ
ー
で
の
活
動
で
し
た
。

長
年
の
空
白
が
徐
々
に
埋
ま
り
有

意
義
な
学
び
の
場
所
で
も
あ
り
ま
し

た
。
町
の
現
状
や
問
題
点
、
自
分
に

何
が
で
き
る
の
か
、
様
々
な
点
で
美

郷
町
を
知
り
前
向
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
の
私
を
支
え
て
い

る
生
き
が
い
の
一
つ
と
し
て
、
長
寿

大
学
で
学
ん
だ
「
そ
ば
打
ち
」
が
あ

り
ま
す
。
私
の
住
む
沢
谷
に
「
そ
ば

の
花
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
一
員
に

加
え
て
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
そ
ば
打
ち
を
披
露
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

今
回
「
み
さ
と
み
ち
く
さ
日
和
」

で
は
、
千
原
温
泉
と
の
コ
ラ
ボ
で
そ

ば
打
ち
体
験
を
実
施
し
ま
す
。
初
め

て
の
試
み
で
す
が
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
一
番
、
想
い
を
入
れ
て

い
る
の
が
縁
側
サ
ロ
ン
「
二
人
静
」

で
す
。
美
郷
か
ら
何
か
発
信
を
と
考

え
た
時
、
す
ば
ら
し
い
自
然
と
、
長

年
趣
味
と
し
て
育
ん
で
き
た
山
野
草

栽
培
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
ら
と

思
い
、
嫁
さ
ん
の
協
力
も
得
て
、
交

流
セ
ン
タ
ー
で
教
え
て
い
た
だ
い
た

手
作
り
の
イ
チ
ゴ
大
福
と
、
四
季
の

山
野
草
を
セ
ッ
ト
に
し
、
町
内
外
の

人
た
ち
と
も
交
流
で
き
た
ら
と
３
年

前
か
ら
縁
側
サ
ロ
ン
「
二
人
静
」
を

始
め
ま
し
た
。

仕
事
を
リ
タ
イ
ヤ
さ
れ
た
方
、
ご

高
齢
の
ご
夫
婦
、
山
野
草
愛
好
家
の

皆
さ
ん
な
ど
、
癒
し
の
空
間
と
可
憐

で
清
楚
な
山
野
草
の
姿
に
、
予
想
以

上
の
反
響
が
あ
り
、
昨
年
は
、
春
と

秋
の
期
間
中
延
べ
５
７
５
人
の
皆
様

に
お
い
で
い
た
だ
き
、
年
々
リ
ピ
ー

タ
ー
も
増
え
、
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
で

き
る
の
も
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
で
あ
る
限
り
、

前
を
向
い
て
進
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議会だよりみさと No.5025

沢
谷
地
区
　
縁
側
サ
ロ
ン
「
二
人
静
」

藤

間

進
さ
ん 

広
が
る
交
流
の
輪 

ふ
た
り
し
ず
か 

入り口には、かわいい「二人静」の看
板が迎えてくれます

ヤマシャクヤクがありました

イチゴ大福とコーヒーのおも
てなしがあります

今年の、春の開催は４月30日まで

告
示
日
　
７
月
18
日

投
票
日
　
７
月
23
日

議
会
選
挙
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た

平成29年３月１日現在
の選挙人名簿登録者

（人）

男 女 計

2,014 2,282 4,296

人
　
事

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

４
月
１
日
付
で
、
次
の
職
員
が
就

任
し
ま
し
た
。

議
会
事
務
局
長
（
出
納
室
長
）

【
お
詫
び
】

議
会
だ
よ
り
№
49
号
（
平
成
29
年

１
月
20
日
発
行
）
Ｐ
18
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

新
た
に
任
命
さ
れ
た
教
育
委
員
の

お
名
前
は
、「
芦
谷
修
司
氏
」
で
は

な
く
正
し
く
は
「
芦
矢
修
司
氏
」
で

す
。お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

３
月
31
日
付
で
次
の
職
員
が
退
職

し
ま
し
た
。

議
会
事
務
局
長
（
定
年
退
職
）

窪

田

英

通

昭
和
51
年
８
月
採
用

40
年
間
勤
務

漆谷和彦



３
月
19
日
、
大
阪
市
西
区
江
戸

堀
の
「
北
京
料
理

徐
園
」
で
開
催

さ
れ
た
、
関
西
美
郷
会
10
周
年
記
念

総
会
に
、
議
員
11
人
が
参
加
し
ま
し

た
。前

日
の
11
時
に
役
場
裏
の
駐
車
場

を
出
発
。
途
中
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で

遅
い
昼
食
。

土
曜
日
で
し
た

が
、
三
連
休
の
初
日

の
せ
い
か
大
阪
に
近

づ
く
と
交
通
渋
滞
に

合
い
、
田
舎
に
比
べ

て
都
会
の
道
路
事
情

の
悪
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

ホ
テ
ル
に
到
着

後
、
直
ぐ
に
「
歓
迎

会
」
を
開
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
舎
と
都
会
に
分
か
れ
て
暮
ら
し
て

い
て
も
、
同
じ
美
郷
町
の
山
河
で
幼

年
期
を
過
ご
し
た
人
々
、
初
参
加
の

私
に
や
さ
し
く
接
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

当
日
19
日
は
美
郷
会
会
員
１
５
０

人
、
関
西
地
区
か
ら
の
来
賓
８
人
、

美
郷
町
か
ら
神
楽
団
も
含
め
て
42

人
、
合
計
２
０
０
人
の
参
加
で
華
や

か
に
記
念
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
で
は
木
村
健
茂
会
長
か
ら
、

10
周
年
の
記
念
行

事
と
し
て
、
図
書

館
の
図
書
購
入
に

と
50
万
円
も
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
猪

肉
の
缶
詰
や
革
製

品
等
の
美
郷
町
の

産
品
が
販
売
さ
れ
、

千
原
神
楽
団
の
熱

演
、
神
楽
衣
装
の

試
着
や
会
場
内
の

鬼
の
ネ
リ
歩
き
と
記
念
撮
影
。

最
後
は
ふ
る
さ
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

抽
選
、
地
区
別
の
記
念
撮
影
、「
ふ

る
さ
と
」
の
合
唱
。
関
西
美
郷
会
初

代
会
長
の
保
田
さ
ん
の
音
頭
で
万
歳

三
唱
し
て
会
は
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

今
回
関
西
美
郷
会
の
役
員
の
方
々

に
と
て
も
暖
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
逆
の
場
合
私
た
ち
は
そ

れ
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

毎
年
、
秋
の
産
業
祭
の
と
き
に

は
、
関
西
美
郷
会
の
人
た
ち
が
バ
ス

を
仕
立
て
て
お
見
え
に
な
る
が
、
私

は
自
分
た
ち
の
活
動
に
時
間
を
取
ら

れ
、
大
阪
に
帰
え
ら
れ
る
バ
ス
が
い

つ
出
発
し
た
か
も
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
悔
い
た
。（
後
で
調
べ
る
と
、

２
時
30
分
に
役
場
の
皆
さ
ん
に
見
送

ら
れ
て
…
「
関
西
美
郷
会
便
り

第

９
号
」
に
記
載
あ
り
）

人
と
人
の
絆
が
薄
れ
る
こ
の
頃
、

大
事
な
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

た
行
事
参
加
で
し
た
。
（
山
本
貢
）

議会だよりみさと No.50 26

議
会
だ
よ
り
の
区
切
り
の
発
行
と
な

る
、
第
50
号
を
無
事
お
届
け
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

今
回
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
す
べ

て
、
50
の
文
字
に
並
べ
写
真
を
撮
り
、

過
去
の
記
事
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

町
政
の
政
策
論
議
の
様
子
が
、
紙
面

を
通
し
て
伝
わ
り
、
興
味
深
く
時
間
を

忘
れ
て
読
ま
し
て
い
た
だ
き
、
先
輩
方

の
熱
い
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。

現
在
、
美
郷
町
は
農
業
・
林
業
を
核

と
し
た
町
づ
く
り
と
し
て
、
リ
ー
ス
ハ

ウ
ス
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

発
電
企
業
誘
致
な
ど
、
先
例
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
大
胆
か
つ
個
性
的
な
事
業
を

選
択
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
今
、

私
た
ち
は
、
地
方
が
自
ら
考
え
行
動
し

変
革
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
を
、
町
づ

く
り
の
総
合
戦
略
と
し
て
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

議
会
広
報
の
目
的
は
、
住
民
の
議
会

へ
の
関
心
を
高
め
、
地
域
の
課
題
を
共

有
し
、
自
治
体
の
仕
事
ぶ
り
を
チ
エ
ッ

ク
す
る
判
断
材
料
の
提
供
に
あ
り
ま

す
。皆

様
の
建
設
的
で
、
多
様
な
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。（
藤
原
記
）

関
西
美
郷
会
か
ら
50
万
円
の
寄
付 

沢
谷
桜
街
道

沢
谷
三
里
街
道
に
植
栽
さ
れ

た
、
桜
並
木
。

開
花
の
期
間
中
は
、
夜
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な

銀
山
街
道
に
様
変
わ
り
し
、
夜

桜
茶
屋
や
夜
神
楽
も
共
催
さ
れ

る
。

表紙解説広聴広報委員会 お
か
げ
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で
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号

委
員
長
　
藤
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修
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委
員
長
　
岩
根
　
和
博

委
　
　
員
　
山
本
　
幹
雄

委
　
　
員
　
栗
原
　
　
進

委
　
　
員
　
福
島
教
次
郎

委
　
　
員
　
山
本
　
　
貢

木村会長から町長に目録贈呈

田舎の言葉がとびかい、盛り上がるテーブル

神楽衣裳の
重さにびっくり


